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－那覇市中心市街地における新型コロナウイルス感染症流行前後に着目して－ 
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１．はじめに 

 日本の中心市街地は商業活動の衰退や地元客離れ，

交通渋滞等の様々な課題を抱えており，本研究の対象

地域である那覇市中心市街地でも同様の課題を有して

いる 1)．これまで国際通りを中心とした中心市街地には，

県内外から多くの観光客や買い物客が訪れており，沖

縄県の観光・商業の中心として賑わっていた 1)．しかし

図-1 に示すように，新型コロナウイルス感染症（以下

感染症）の流行に伴い，国内線の入域観光客数はピーク

時と比べ半減しており，国際線とクルーズの運休によ

りインバウンド観光客はほぼ皆無となっている 2)．さら

に，いつ観光客数が回復するかも不透明な状況である． 

国際通りでは「トランジットモール」や「国際通りマ

ルシェ」など地域の活性化施策が講じられてきた．今後，

これらの効果計測と，多様なニーズに応える魅力ある

道路空間のさらなる創出のため，国際通りへの来訪者

の行動特性を把握することが重要と考えられる． 

以上の認識のもと，本研究では那覇空港と那覇市中

心市街地にWi-Fiパケットセンサー（以下センサー）を

設置し，感染症流行前後での取得データを比較する．そ

れにより，国際通り活性化に資する情報を得るため，来

訪者の行動の変化を明らかにすることを目的とする． 

２．調査の概要及びデータクレンジング手法 

 本調査は 2017 年 8月１日～9 月 19 日 3)（期間 1：50

日）および 2020年 7月 22日～2022年 1月 31日（期間

2：559日）の期間に図-2に示す那覇市中心市街地にセ

ンサーを設置し，観測を行った．本調査機器は Probe 

Request（以下 PR）取得と同時にMACアドレスの匿名

化処置がなされ，その上で PRが記録される．本研究で

は匿名化されたMACアドレスをユニーク ID（以下 ID）

と称し，PR 受信時刻と地点情報を用いて分析を行う． 

本稿では，沖縄県に航空機で訪れた観光客の周遊行

動に着目して分析を行うため，以下の条件を全て満足

 キーワード Wi-Fiパケットセンサー，回遊行動，エリアマネジメント，新型コロナウイルス感染症 
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図-1 沖縄県入域観光客数の推移 2) 

 

図-2 調査機器設置地点 

 

図-3 県外客の泊数 4) 
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する IDを“観光客”として定義した． 

・最初または最後に那覇空港で観測された ID 

・2か所以上の地点で観測された ID 

・観測日数差が 2 日～6 日の ID（図-3に示す県外日本

人客の泊数 4)より，航空機利用客の滞在日数が 1泊～

5泊までで全体の 9割以上を占めているため） 

こうして得られた ID 数は期間 1 が 364,750 個(7,295

個/日)，期間 2が 288,884個(516個/日)であった． 

３．基礎分析結果 

 ２．で得られた IDの地点別訪問率（期間・地点別 ID

数／期間別観光客の ID数）の集計結果を図-4に，観測

地点数別 ID 数の取得率（期間・観測地点数別 ID 数／

期間別観光客の ID数）を図-5にそれぞれ示す．むつみ

橋やてんぶす前といった国際通りの中心部において期

間 2 の訪問率が有意に高くなっているが，訪問地点数

は少なくなっている．これらより，感染症流行前と比べ

立ち寄りが減少し，観光客の国際通りエリアにおける

回遊性が低下したと考えられる． 

次に，対象エリアにおける時間帯別 ID数の取得率（期

間・時間帯別 ID数／期間別観光客の ID数）を図-6に，

中心市街地での日別滞在時間を図-7 に示す．なお，各

時間帯における ID数はユニークなものであり，滞在時

間については ID 取得間隔が 30 分以内という条件で集

計している．これらより，データ取得率は時間帯別でみ

ると約 10～15%減少し，長時間滞在者数が減少してい

ることもわかる．感染症流行により観光客のまち歩き

の頻度・時間ともに減少していると考えられる． 

４．おわりに 

 本研究では，那覇市中心市街地にセンサーを設置し，

観光客の国際通り来訪特性の基礎情報を整理し，感染

症流行前後で比較を行った．その結果，感染症流行前後

で訪問率が上昇している地点もあったが，訪問地点数

や滞在時間が減少していることから，観光客の回遊性

の低下や観光行動に変化が生じている事を明らかにし

た．感染症流行に伴い，国際通り沿道の店舗の休業・廃

業が多いことが影響していると考えられる． 

今後は地点間 OD 分析による周遊行動を明らかにす

るとともに，蔓延防止等重点措置等の実施による影響

を詳細に分析する必要がある．さらに，With コロナも

しくはBeyondコロナにおける中心市街地の活性化に対

し，マルシェ開催等の効果を継続的にモニタリングす

る必要がある．本調査は今後も継続的に実施する予定

であり，滞在時間・訪問率の推定に加え，アンケート調

査による満足度や店舗売り上げ等との関係を明らかに

する必要がある． 
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図-5 観測地点数別 ID数の取得率 

 

図-6 時間帯別 ID数の取得率 

 

図-7 日別滞在時間 
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